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研究成果の概要：レッドデータリストに掲載されたり、全国的な減少が指摘されていたりする

草原性の希少種の中でも、草刈りによって個体数が増加する種と、増加しないかあるいは減少

する種が存在することが明らかになった。採草地で草刈りを放棄すると、放棄後 2-3 年程度の

きわめて短期間で草原性チョウ類の多様性が低下した。草原性希少チョウ類を保全するために

草刈りを行うことは重要であるが、画一的な管理では多様性は保全できないと考えられる。 
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１．研究開始当初の背景 

わが国では草原性希少チョウ類の衰亡が
1960年代ごろから顕著になってきた。その理
由は主に草刈りなどの伝統的な管理が放棄
されたことによるとされてきた。しかし、実
際に草刈りを行って、これらのチョウ類の個
体数変化を複数年にわたって詳細に調べた
研究例はなかった。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、以下の二つの調査を行い、採

草地での管理が草原性希少チョウ類の衰亡
に与える影響を明らかにすることを目的と

した。 
(1)採草放棄地（茨城県北茨城市小川；以下、
北茨城市試験地）の一部で草刈りを再開する
ことによって、草原性希少チョウ類の個体数
が回復するかどうかを複数年にわたって調
べる。 
(2)現在も採草が行われている場所（茨城県
常陸太田市里川町；以下、常陸太田試験地）
で、チョウの密度と草刈りの頻度、時期等の
関係を詳細に調べる。 
 
 
３．研究の方法 
(1)北茨城試験地では、5年以下の短期間草刈

研究種目：基盤研究（Ｃ） 

研究期間：2005～2008 

課題番号：１７５８０２９３ 

研究課題名（和文） 採草地の人為的管理が草原性希少チョウ類の衰亡におよぼす影響の解明 

  

研究課題名（英文） Effects of human managements on decline of grassland endangered  

 butterflies 

研究代表者 

井上 大成（INOUE TAKENARI） 

独立行政法人森林総合研究所・多摩森林科学園・チーム長 

 研究者番号：20353592 

 
 



 

 

りが放棄されてススキが優占した場所（短期
放棄エリア）と 10 年以上の長期間放棄され
てササが優占した場所（長期放棄エリア）の
それぞれに、7 月末に草刈りを行う区（夏刈
区）、11 月末に草刈りを行う区（冬刈区）、7
月と 11 月の両方に草刈りを行う区（夏冬刈
区）、草刈りを再開しない区（放置区）を設
定して、4月から 10月まで月に 2回、全チョ
ウ類の種と個体数を調査した。刈られた草は、
実験区外に持ち出された。各区の面積は 500
平方メートルとした。同時に、この試験地全
体を対象として 1998 年以来い行われている
チョウ類のトランセクト調査を通年行った。 
 (2)常陸太田試験地では、草刈り放棄後の経
過年数の異なる調査区を、現在も毎年草刈り
している場所を含めて 10区設定した。 
(3)常陸太田試験地で、過去の草刈方法と、
現在の草刈方法について、特に時期や頻度を
重点的に、地元の農林家に対して聞き取り調
査を行った。 
(4)北茨城試験地では 1998年以降、常陸太田
試験地では 2001 年以降、全チョウ類の個体
数の年次変動データが蓄積されている。北茨
城試験地では採草放棄後、草原性希少種の個
体数が年々減少している。常陸太田試験地に
は現在も草刈りが行われている場所を含め、
放棄後の年数が異なる様々な場所が混在し
ている。 
 
 
４．研究成果 
(1)草刈りの再開が草原性チョウ類に及ぼす
影響 
 ①採草地全体で草原性種の種・個体数は
2005年までは減少していたが、草刈り再開後
は横ばいになり、減少に歯止めがかかった。
実験区によって草原性種の種数は、増加した
区も減少した区もあり、放棄後の期間や草刈
り時期による明瞭な傾向は得られなかった。 
 ②草原性種の個体数は、草刈りを再開した
全区で 1 年目に比べ 3 年目では増加し、草原
性種が個体数の順位をあげた区が多くみら
れた。放置区では種・個体数とも減少し、3
年目では優占種の中に草原性種はいなくな
った（表 1、2）。 
 ③絶滅危惧Ｉ類のチャマダラセセリの個
体数は、草刈りを再開した全区で 1 年目に比
べ 3年目では増加した。特に短期放棄エリア
の夏刈区ではチャマダラセセリが第 5位の優
占種になった（表 2）。絶滅危惧 I類のホシチ
ャバネセセリや、準絶滅危惧のギンイチモン
ジセセリの個体数は、ほぼ全区で横ばいかま
たは減少した（表 3）。また短期放棄エリアの
冬刈区では、全国的に減少が指摘されている
草原性種が多く出現した。 
 
 

表 1 各区における 2006年の優占種．黄色が
けした種は草原性種． 
 

 
 
 

長期放

棄エリ

ア 

夏刈区 夏冬刈

区 

冬刈区 放置区 

1位 キタキ

チョウ  

スジグ

ロシロ

チョウ

類 

スジグ

ロシロ

チョウ

類 

クロヒ

カゲ 

2位 ベニシ

ジミ 

キタキ

チョウ 

クロヒ

カゲ  

キタキ

チョウ 

3位 イチモ

ンジチ

ョウ  

クロヒ

カゲ  

コチャ

バネセ

セリ 

コチャ

バネセ

セリ 

4位 クロヒ

カゲ 

コチャ

バネセ

セリ  

コミス

ジ 

コミス

ジ  

キタテ

ハ 

スジグ

ロシロ

チョウ

類  

キタテ

ハ  

5位 コミス

ジ 

    ギンイ

チモン

ジセセ

リ 

     

短期放

棄エリ

ア 

夏刈区 夏冬刈

区 

冬刈区 放置区 

1位 キタキ

チョウ 

ベニシ

ジミ 

ギンイ

チモン

ジセセ

リ 

キタキ

チョウ 

2位 ギンイ

チモン

ジセセ

リ 

モンキ

チョウ 

ジャノ

メチョ

ウ 

クロヒ

カゲ 

3位 スジグ

ロシロ

チョウ

類 

キタキ

チョウ  

ウラギ

ンヒョ

ウモン  

コチャ

バネセ

セリ  

4位 コチャ

バネセ

セリ  

ツバメ

シジミ 

モンキ

チョウ 

ギンイ

チモン

ジセセ

リ 

5位 

  

  

ベニシ

ジミ  

モンキ

チョウ 

  

ウラギ

ンヒョ

ウモン 

  

  

コチャ

バネセ

セリ  

スジグ

ロシロ

チョウ

類  

ベニシ

ジミ 

ヒメジ

ャノメ 

  

  



 

 

表 2 各区における 2008年の優占種．黄色が
けした種は草原性種． 
 

 

表 3 代表的な草原性希少種の草刈り再開後
1 年目と 3年目の個体数．表中の数字は草刈
りを再開した 3 区の合計の年間確認個体数． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 ④チャマダラセセリの食草の密度は、同じ
区の中でも場所による差が大きく明瞭でな
かった。 
 ⑤これらのことから、10年以上放棄された
場所でも、草刈りの再開によって草原性種の
個体数は増えると考えられる。また、草刈り
の影響は種ごとに異なっていて、レッドデー
タリストに掲載されているような草原性の
希少種でも、草刈りによって個体数が増加す
る種と増加しないあるいは減少する種が存
在することが明らかになった。草原性希少チ
ョウ類を保全するために草刈りを行うこと
は重要であるが、画一的な管理では多様性は
保全できないと考えられる。 
 
(2)草刈り放棄後の年数経過に伴うチョウ類
群集の変化 
 ①草原性種の種・個体数は、現在も草刈り
を続けている場所では多く、放棄後の年数経
過に伴って減少し、放棄後 10 年ほどで草原
性種はいなくなった。毎年草刈りしている場
所に比べて、2年に 1回程度草刈りしている
場所では、草原性種の個体数は半分程度だっ
た。 
 ②5 位までの優占種の中に草原性種が含ま
れていたのは、現在も草刈りを続けている場
所だけだった。また 8年ほど放棄されてその
後草刈りが再開された調査区では、草原性種
が優占種に入ってきた。 
 ③これらのことから採草地では、草刈り放
棄後きわめて短期間で草原性種の生息場所
として適当でなくなると考えられた。 
 
(3)草刈り方法 
常陸太田試験地では、かつては草刈りは年に
2 回行われていたが、現在では 1回、専ら刈
り払い機によって行われていることが明ら
かになった。また草刈時期は 7月後半から冬
までの間まちまちで、同じ者によって管理さ
れている場所でも、数か月にわたって徐々に
草刈りが進められていく場合が多いことが
明らかになった。ここでは約 4ヘクタールの

長期放

棄エリ

ア 

夏刈区 夏冬刈

区 

冬刈区 放置区 

1位 ルリシ

ジミ 

スジグ

ロシロ

チョウ

類 

スジグ

ロシロ

チョウ

類 

クロヒ

カゲ  

2位 スジグ

ロシロ

チョウ

類 

ウラギ

ンヒョ

ウモン 

コミス

ジ 

スジグ

ロシロ

チョウ

類 

3位 

  

  

コミス

ジ  

ベニシ

ジミ 

キタキ

チョウ  

コミス

ジ  

ベニシ

ジミ  

ベニシ

ジミ 

  

  

ミヤマ

セセリ 

  

  

4位 

  

  コチャ

バネセ

セリ 

  

キタキ

チョウ  

ヒメジ

ャノメ  

5位  コチャ

バネセ

セリ  

 クロヒ

カゲ  

  

     

短期放

棄エリ

ア 

夏刈区 夏冬刈

区 

冬刈区 放置区 

1位 ベニシ

ジミ 

ベニシ

ジミ 

ベニシ

ジミ 

クロヒ

カゲ 

2位 キタキ

チョウ 

モンキ

チョウ 

ギンイ

チモン

ジセセ

リ 

キタキ

チョウ 

3位 

  

モンキ

チョウ 

  

キタキ

チョウ  

ツバメ

シジミ 

ジャノ

メチョ

ウ 

スジグ

ロシロ

チョウ

類 

4位 

  

ウラギ

ンヒョ

ウモン 

  

  

  

モンキ

チョウ 

  

ゴイシ

シジミ  

コチャ

バネセ

セリ  

5位  

  

  

キタテ

ハ  

ジャノ

メチョ

ウ  

チャマ

ダラセ

セリ 

ジャノ

メチョ

ウ 

  

  

ミヤマ

セセリ  

ウラギ

ンヒョ

ウモン  

  

  

  

  

  長期放棄
エリア 

短期放棄
エリア 

チャマダラ
セセリ 

0→14 5→17 

ギンイチモ
ンジセセリ 

15→9 29→14 

ホシチャバ
ネセセリ 

0→0 3→0 



 

 

面積で約 80種のチョウが記録されているが、
このような草刈り時期の微妙なずれが豊富
なチョウ相を支えていると思われる。 
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